
　　　　　　　　　　　防組合職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

＜　駿東伊豆消防組合管理者提出議案　＞

議第１号

 

議第３号

議第４号

議決結果

可決

可決

 駿東伊豆消防組合議会　定例会が開催されました。

＜ 　議 案 一 覧 　＞

第１０　　消防行政に対する一般質問

第１１　　議会運営委員会の閉会中の継続調査

　平成29年第1回駿東伊豆消防組合議会定例会議事日程

　平成29年2月2日（木曜日）午後２時　開会

第　１　　会議録署名議員の指名

第　２　　諸般の報告

可決

平成29年度歳入歳出予算の総額は、それぞれ58億148万円と定めるものであります。
本予算は、前年度当初予算と比較すると２億7,000万円余の増額となりますが、主に平成28
年度メーカー保証期間であった消防指令センターの指令及び無線システム並びに内部情報
ネットワークシステム関連の保守等に係る経費です。

平成29年度駿東伊豆消防組
合会計予算について

議第６号

第　７　　議第　４号　駿東伊豆消防組合への派遣職員の給与に関する条例の一部改正について

可決
本改正は、近年の広島県でのホテル火災、長崎県でのグループホーム火災等によ
り、多数死傷者が発生したことを踏まえ、消防法令に重大な違反のある建物の情報
を建物の利用者等に広く公表するため改正するものです。

議第５号

駿東伊豆消防組合火災予防
条例の一部改正について

第　８　　議第　５号　駿東伊豆消防組合火災予防条例の一部改正について

議第２号

駿東伊豆消防組合への派遣
職員の給与に関する条例の
一部改正について

可決

本補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ694万7,000円を追
加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ55億9,103万6,000円とするものです。

本改正は、平成28年の人事院勧告に基づき、扶養手当及び休日勤務手当の支給につ
いて改正するものです。

内　容

本改正は、駿東伊豆消防組合職員の給与に関する条例の一部改正と同様に、駿東伊
豆消防組合へ派遣されている職員の休日勤務手当の支給について改正するもので
す。

可決

駿東伊豆消防組合職員の給
与に関する条例の一部改正
について

議案名

第　３　　会期の決定

第　５　　議第　２号　駿東伊豆消防組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び駿東伊豆消

第　６　　議第　３号　駿東伊豆消防組合職員の給与に関する条例の一部改正について　

第　４　　議第　１号　平成28年度駿東伊豆消防組合会計補正予算（第３回）について

本改正は、平成28年の人事院勧告に基づき、一般職員の給与に関する法律等の一部
を改正する法律が平成28年11月24日に、地方公務員の育児休業等に関する法律及
び育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部
を改正する法律が平成28年12月２日にそれぞれ公布されたことに伴い、育児休業
等について改正するものです。

平成28年度駿東伊豆消防組
合会計補正予算（第３回）
について

駿東伊豆消防組合職員の勤
務時間、休暇等に関する条
例及び駿東伊豆消防組合職
員の育児休業等に関する条
例の一部改正について

第　９　　議第　６号　平成29年度駿東伊豆消防組合会計予算について

駿東伊豆消防組合
NO.4 平成29年2月発行



①
改
正
条
文
は
「
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
公
表
す
る
考
え
か
、
ま
た
、
公

表
す
る
場
合
の
要
綱
な
ど
の
枠
組
み
の
内
容
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

予
防
課
長

公
表
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
年
、
不
特
定
多

数
の
人
が
利
用
し
、
消
防
法
令
に
重
大
な
違
反
が

あ
る
建
物
に
お
い
て
、
多
数
の
死
傷
者
が
発
生
し

た
火
災
事
例
を
踏
ま
え
、
総
務
省
消
防
庁
か
ら
の

通
知
に
よ
り
、
平
成
二
七
年
四
月
か
ら
全
て
の
政

令
指
定
都
市
消
防
本
部
で
実
施
し
、
さ
ら
に
、
管
内

人
口
が
二
〇
万
人
以
上
の
消
防
本
部
で
は
、
平
成

二
九
年
三
月
ま
で
に
条
例
等
の
改
正
を
行
い
、
平

成
三
〇
年
四
月
一
日
ま
で
に
実
施
す
る
よ
う
示
さ

れ
ま
し
た
。

本
消
防
本
部
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
平
成
二
九

年
四
月
か
ら
実
施
し
、
住
民
や
観
光
客
を
含
め
た

利
用
者
に
対
し
、
安
全
安
心
に
関
す
る
情
報
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
公
表
す
る
場
合
の
要
綱
な
ど
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
火
災
予
防
条
例
施
行
規
則
に
お

駿
東
伊
豆
消
防
組
合
火
災
予
防
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

い
て
、
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
、
病
院
等
の
不
特
定

多
数
の
方
が
利
用
す
る
特
定
防
火
対
象
物
で
、

屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
自

動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
義
務
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
未
設
置
で
あ
る
消
防
法
令
違
反
を

確
認
し
た
場
合
そ
の
違
反
が
是
正
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
防
火
対
象
物
の
所
在
地
、

名
称
、
違
反
内
容
等
を
公
表
す
る
こ
と
を
規
定

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

②
消
防
法
令
違
反
が
あ
り
、
公
表
対
象
と
な

る
市
町
ご
と
の
件
数
は
何
件
な
の
か
伺
い
た
い
。

予
防
課
長

一
月
末
現
在
で
、
本
消
防
本
部
管
内
全
体
で

は
、
五
二
件
の
違
反
対
象
物
が
あ
り
、
市
町
別
で

は
、
沼
津
市
で
四
一
件
、
伊
東
市
で
七
件
、
清
水

町
で
四
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
伊
豆
市
、

伊
豆
の
国
市
、
東
伊
豆
町
、
函
南
町
に
つ
い
て
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

①
二
款
一
項
総
務
管
理
費
、
市
町
消
防
基
金
積

立
の
目
的
と
管
理
方
法
を
伺
い
た
い
。総

務
課
長

本
基
金
の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
田
方

個
別
経
費
予
算
に
お
い
て
、
起
債
の
繰
り
上
げ
償

還
又
は
突
発
的
経
費
が
必
要
と
な
る
事
案
が
発
生

し
た
場
合
な
ど
、
組
合
議
会
の
補
正
予
算
に
お
い

て
こ
の
基
金
を
繰
入
れ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
田
方

構
成
市
町
の
予
算
を
補
正
す
る
こ
と
な
く
、
迅
速

に
効
率
的
か
つ
計
画
的
に
執
行
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
田
方
消
防
基
金
の
管
理
方
法
に
つ
き
ま

し
て
は
、
金
融
機
関
で
の
定
期
預
金
で
運
用
管
理

し
て
お
り
ま
す
。

②
三
款
一
項
職
員
管
理
費
、
時
間
外
勤
務
手
当

の
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
要
因
は
何
か
伺
い

た
い
。

総
務
課
長

主
な
要
因
と
し
ま
し
て
は
、
東
伊
豆
町
派
遣
職

員
の
昇
給
に
伴
い
時
間
単
価
が
上
が
る
た
め
で
す
。

平
成
二
九
年
度
駿
東
伊
豆
消
防
組

合
会
計
予
算
に
つ
い
て

答



二
つ
目
と
し
ま
し
て
は
、
清
水
町
職
員
が
、
平
成

二
九
年
度
か
ら
組
合
職
員
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
管
理
職
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
た
一
部
の
職

員
が
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
た
め

で
す
。

三
つ
目
と
し
ま
し
て
は
、
組
合
採
用
職
員
が
現

在
の
二
三
人
か
ら
五
四
人
と
な
る
た
め
で
す
。

③
三
款
三
項
消
防
施
設
費
、
車
両
等
整
備
事
業

は
、
何
処
に
ど
う
い
う
車
両
等
を
整
備
す
る
費
用

で
あ
る
か
伺
い
た
い
。

警
防
救
急
課
長

更
新
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
二

台
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車
一
台
、
高
規
格
救
急
自

動
車
二
台
の
計
五
台
を
更
新
し
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
二
台
の
配
備
先
は
、
沼
津

南
消
防
署
と
沼
津
北
消
防
署
で
、
水
槽
付
ポ
ン
プ

自
動
車
は
、
伊
東
八
幡
野
分
署
に
配
備
し
ま
す
。

高
規
格
救
急
自
動
車
二
台
は
、
田
方
南
消
防
署

と
沼
津
北
消
防
署
へ
配
備
し
ま
す
。

答

①
各
署
所
の
地
域
的
課
題
が
あ
る
中
で
、
広
域

消
防
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。
ま

た
、
各
地
域
は
広
域
消
防
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

警
防
救
急
課
長

広
域
前
の
旧
五
消
防
本
部
は
、
消
防
、
救
急
活
動

を
行
う
上
で
、
出
動
す
る
車
両
台
数
や
活
動
人
員

に
制
約
が
あ
り
、
理
想
の
消
防
戦
術
が
構
築
で
き

な
い
こ
と
や
、
そ
の
消
防
力
を
超
え
る
災
害
に
対

し
て
対
応
が
遅
れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
広
域
消
防
と
し
て
、
新
た
な
出

動
計
画
を
策
定
し
、
災
害
対
応
の
標
準
化
・
統
一

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
初
動
の
出
動
車
両
台
数

や
増
隊
体
制
の
充
実
、
統
一
的
な
指
揮
に
よ
る
部

隊
運
用
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
そ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
平
成
二
九
年
度

予
算
な
ど
に
お
い
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

広
域
化
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
中
で
、

現
在
の
課
題
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て

片
岡
章
一
議
員

警
防
救
急
課
長

災
害
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
消

防
車
両
の
更
新
計
画
に
基
づ
き
消
防
車
・
救
急

車
等
の
更
新
・
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

広
域

化

前

に

は

困

難

で
あ

っ

た

は

し

ご

車

の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

③
今
後
の
消
防
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

総
務
課
長

広
域
化
し
た
今
、
行
政
区
域
の
垣
根
が
な
く

な
り
、
効
率
的
な
体
制
を
構
築
で
き
る
こ
と
か

ら
、
中
長
期
的
展
望
と
し
て
は
、
消
防
署
所
の
適

正
配
置
や
統
廃
合
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
来
年
度
は
各
消
防
署
に
配
置
し

て
い
る
消
防
室
及
び
予
防
室
を
方
面
本
部
ご
と

に
統
合
し
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

現
状
の
管
内
状
況
を
踏
ま
え
、
組
織
運
用
の
更

な
る
適
正
化
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



①
東
伊
豆
消
防
署
の
救
急
車
の
町
外
出
動
数
及
び
町
外

消
防
署
か
ら
の
出
動
数
は
そ
れ
ぞ
れ
何
件
あ
る
か
伺
い
た

い
。

警
防
救
急
課
長

東
伊
豆
消
防
署
の
救
急
車
の
町
外
出
動
件
数
は
、
平
成

二
八
年
四
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
の
間
、
伊
東
市
に

二
九
件
出
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
外
消
防
署
か
ら
の
出

動
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
伊
東
署
か
ら
東
伊
豆
町
に
六

四
件
出
動
し
て
い
ま
す
。

②
一
昨
年
八
月
と
昨
年
八
月
に
お
い
て
、
入
電
か
ら
現

着
に
お
い
て
二
〇
分
を
超
え
る
出
動
件
数
及
び
入
電
か
ら

病
院
到
着
ま
で
六
〇
分
を
超
え
る
出
動
件
数
の
対
比
を
伺

い
た
い
。

警
防
救
急
課
長

一
昨
年
八
月
と
昨
年
八
月
に
お
い
て
、
東
伊
豆
町
内
救

急
出
動
の
入
電
か
ら
現
着
ま
で
二
〇
分
を
超
え
る
出
動
件

数
は
、
一
昨
年
が
四
件
、
昨
年
が
四
件
と
同
数
で
す
。

次
に
、
入
電
か
ら
病
院
到
着
ま
で
六
〇
分
を
超
え
る
出

動
件
数
は
、
一
昨
年
八
月
が
一
六
件
、
昨
年
八
月
が
三
一
件

で
一
五
件
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

東
伊
豆
町
に
お
け
る
広
域
化
の
現
状
に
つ

い
て

山
田
直
志
議
員

答

総
務
課
長

平
成
二
九
年
度
の
新
規
採
用
者
三
一
人
の
う
ち
一

九
人
は
、
平
成
二
九
年
四
月
か
ら
静
岡
県
消
防
学
校

に
入
校
し
、
消
防
職
員
と
し
て
基
本
的
な
活
動
な
ど

が
で
き
る
よ
う
、
約
半
年
間
に
わ
た
る
教
育
を
受
け

た
の
ち
配
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
残
り
の
一
二
人
は

一
〇
月
入
校
と
な
る
た
め
、
各
署
所
へ
配
置
し
、
現
場

対
応
が
で
き
る
よ
う
教
育
し
ま
す
。

②
消
防
団
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

警
防
救
急
課
長

中
継
放
水
訓
練
や
資
機
材
取
扱
い
な
ど
実
践
的
な

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
女
性
消
防
職
員
の
配
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

総
務
課
長

女
性
消
防
職
員
は
現
在
、
消
防
吏
員
八
人
と
事
務

吏
員
二
人
の
一
〇
人
が
お
り
ま
す
。

四
人
は
毎
日
勤
務
を
し
て
お
り
、
六
人
は
隔
日
勤

務
を
し
て
お
り
ま
す
。
配
置
場
所
は
沼
津
北
消
防
署
、

沼
津
南
消
防
署
、
田
方
中
消
防
署
、
田
方
北
消
防
署
、

田
方
南
消
防
署
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
昨
年
一
二
月
一
八
日
に
住
宅
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
火
災
に
お
け
る
様
々
な
課
題
も
あ
っ
た
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
消
防
と
し
て
こ
の
事
案
の
分
析
や
総
括
を

さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
消
防
署
や
地
元
消
防
団
に
課
題
は

な
か
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

東
伊
豆
消
防
署
長

東
伊
豆
消
防
署
か
ら
三
隊
、
伊
東
消
防
署
か
ら
二
隊
の

計
五
隊
が
出
動
し
、
さ
ら
に
、
四
隊
を
増
隊
さ
せ
、
合
計
九

隊
二
七
人
が
出
動
し
ま
し
た
。

消
防
団
は
、
消
防
団
本
部
及
び
稲
取
地
区
四
個
分
団
の

車
両
八
台
、
消
防
団
員
九
三
人
が
出
動
し
消
火
活
動
に
あ

た
り
ま
し
た
。

警
防
救
急
課
長

出
動
体
制
や
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
東
伊
豆
消
防
署
員

及
び
伊
東
消
防
署
員
四
〇
人
で
警
防
検
討
会
を
開
催
し
、

全
体
を
通
し
て
大
き
な
課
題
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

①
平
成
二
九
年
度
は
退
職
者
三
〇
名
、
新
採
用
三
一
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
採
用
者
の
教
育
及
び
配
置
状
況
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

広
域
化
に
な
っ
て
の
課
題
等
に
つ
い
て

塚
平
育
世
議
員


